
20 

 

野
村
登
「
父
の
想
い
出
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九

八
九
年
五
月 

21 

 

「
桂
井
未
翁
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五

月 

22 

 

「
室
生
犀
星
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五

月 

23 

 

「
野
村
満
花
城
年
譜
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八

九
年
五
月 

24 

 

室
生
犀
星
「
日
記
」『
室
生
犀
星
全
集
』
別
巻
一
、
新
潮
社
、
一
九
六
六
年
五
月 

25 

 

室
生
犀
星
「
憶
芥
川
龍
之
介
君
」『
文
芸
春
秋
』、
一
九
三
五
年
八
月 

26 

 

室
生
犀
星
「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
」『
春
陽
堂
月
報
』、
一
九
二
九
年
一
〇
月 

27 

 

窪
田
美
吉
『
野
村
満
花
城 

生
誕
百
年
を
迎
え
て
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
顕
彰
会
、
一

九
八
七
年
四
月 

28 

 

八
尾
正
治
「
地
方
文
化
の
担
い
手
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰

会
、
一
九
八
九
年
五
月 

29 

 

野
村
登
「
父
の
想
い
出
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九

八
九
年
五
月 

30 

 

「
室
生
犀
星
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八
九
年
五

月 

31 

 

「
野
村
満
花
城
年
譜
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九
八

九
年
五
月 

32 

 

稗
田
菫
平
「
野
村
満
花
城
」『
富
山
県
文
学
事
典
』
桂
書
房
、
一
九
九
二
年
九
月 

33 

 

近
藤
周
吾
「
富
山
の
文
学
―
文
学
と
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
〝
両
輪
駆
動
〟
―
」『
日
本
近

代
文
学
』
二
〇
一
六
年
一
一
月 

34 

 

新
保
千
代
子
『
室
生
犀
星
き
き
が
き
抄
』
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
一
二
月 

35 

 

室
生
犀
星
「
澄
江
堂
雑
記
」『
室
生
犀
星
全
集
』
第
一
三
巻
、
非
凡
閣
、
一
九
三
七
年
八

月
（
た
だ
し
、
初
出
は
「
憶
芥
川
龍
之
介
君
」『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
五
年
八
月
） 

36 

 

室
生
犀
星
「
澄
江
堂
雑
記
」『
室
生
犀
星
全
集
』
第
一
三
巻
、
非
凡
閣
、
一
九
三
七
年
八

月
（
た
だ
し
、
初
出
は
「
金
沢
に
於
け
る
芥
川
龍
之
介
」『
春
陽
堂
月
報
』
一
九
二
九
年

一
〇
月
） 

37 

 

野
村
満
花
城
「
文
学
的
自
叙
伝
⑩
俳
句
は
や
は
り
一
生
の
も
の
」『
富
山
新
聞
』
一
九
五

六
年
一
〇
月
一
〇
日 

38 

 

野
村
登
「
父
の
想
い
出
」『
野
村
満
花
城
』
野
村
満
花
城
生
誕
百
年
記
念
顕
彰
会
、
一
九

八
九
年
五
月 

小
寺
菊
子
の
作
品
に
垣
間
見
る
宗
教
観 

 
 

 
―
「
他
力
信
心
の
女
」「
念
仏
の
家
」
よ
り 

水
野 

真
理
子 

一
、
は
じ
め
に 

 

小
寺
菊
子
（
一
八
七
九
―
一
九
五
七
）
は
、
大
正
の
三
閨
秀
の
一
人
と
呼

ば
れ
た
、
富
山
出
身
の
実
力
あ
る
女
流
作
家
で
あ
る
。
彼
女
は
『
青
鞜
』
の

創
刊
時
か
ら
参
加
し
、積
極
的
に
寄
稿
し
、「
新
し
い
女
」た
ち
の
一
人
で
あ

っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
彼
女
の
作
家
へ
の
道
は
、
自
力
で
切
り
開
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
険
し
い
も
の
で
あ
り
、
相
当
の
努
力
で
手
に
し
た
成
功

で
あ
っ
た
。 

 

概
略
的
に
そ
の
道
を
辿
っ
て
み
よ
う
１
。
尾
島
菊
子
と
し
て
の
子
供
時
代
、

一
家
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
浄
土
真
宗
に
熱
心
で
頑
迷
な
祖
母
で
あ

っ
た
。
富
山
藩
の
氏
族
の
娘
で
遊
芸
に
関
心
の
高
い
家
庭
に
育
っ
た
菊
子
の

母
と
、
祖
母
と
の
間
に
は
争
い
が
絶
え
ず
、
陰
鬱
な
中
で
過
ご
す
少
女
時
代

で
あ
っ
た
。
祖
母
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
縁
談
か
ら
逃
れ
る
べ
く
、
ま
た
女
学

校
へ
進
学
し
た
い
と
の
夢
の
実
現
の
た
め
に
、
母
方
の
従
妹
で
十
二
歳
年
上

の
樽
井
ふ
さ
夫
妻
を
頼
っ
て
上
京
す
る
。
教
師
の
経
験
も
持
ち
、
文
学
好
き

で
漢
詩
や
和
歌
も
た
し
な
む
彼
女
か
ら
、
文
学
的
影
響
を
受
け
た
も
の
の
、

仕
送
り
さ
れ
て
い
る
菊
子
の
学
費
ま
で
、
生
活
費
に
消
え
た
。
父
の
死
去
に

よ
り
学
資
を
工
面
で
き
な
く
な
っ
た
菊
子
は
、女
学
校
を
中
退
す
る
。ま
た
、

ふ
さ
に
年
下
の
愛
人
が
出
来
、
夫
婦
の
生
活
が
終
わ
っ
た
た
め
に
、
菊
子
も

樽
井
家
を
出
、
自
活
の
生
活
が
始
ま
っ
た
。
会
社
の
事
務
員
や
蔵
前
の
高
等

学
校
（
現
東
京
工
業
大
学
）
の
タ
イ
ピ
ス
ト
な
ど
の
職
業
に
つ
き
な
が
ら
、

富
山
か
ら
母
と
弟
妹
を
呼
び
寄
せ
て
、
東
京
で
生
活
す
る
。
さ
ら
に
は
、
三

島
霜
川
の
紹
介
で
、
徳
田
秋
声
の
も
と
へ
弟
子
入
り
し
、
本
格
的
に
女
流
作

家
へ
の
道
を
目
指
し
て
い
っ
た
。『
少
女
界
』『
婦
人
界
』
な
ど
の
雑
誌
に
、

数
々
の
少
女
小
説
を
発
表
、
そ
し
て
、
一
九
一
一
年
、
大
阪
朝
日
新
聞
の
懸

賞
小
説
に
応
募
し
た
「
父
の
罪
」
が
二
等
と
な
り
、
三
月
か
ら
は
同
誌
に
連

載
さ
れ
、
作
家
と
し
て
の
尾
島
菊
子
の
名
が
、
文
壇
で
注
目
さ
れ
始
め
た
。  

 

家
族
を
養
う
た
め
も
あ
り
、
菊
子
は
、
当
時
の
女
性
作
家
と
し
て
は
珍
し

い
職
業
作
家
で
も
あ
っ
た
。
彼
女
の
女
性
と
し
て
の
自
立
心
は
、
苦
労
を
伴

っ
た
作
家
活
動
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
、
自
立
、
独
立
的
な
生
き

方
が
、彼
女
の
宗
教
に
対
す
る
考
え
に
も
表
れ
て
い
る
。本
小
論
で
は
、「
他

力
信
心
の
女
」
と
「
念
仏
の
家
」
を
て
が
か
り
に
、
宗
教
、
特
に
富
山
で
盛

ん
で
あ
っ
た
浄
土
真
宗
に
対
す
る
彼
女
の
批
判
精
神
、
そ
し
て
菊
子
の
自
立
、

独
立
的
な
観
念
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。 

二
、「
他
力
信
心
の
女
」
掲
載
の
経
緯 

 

菊
子
は
翁
久
允
主
宰
の
郷
土
研
究
雑
誌『
高
志
人
』に「
他
力
信
心
の
女
」

を
二
巻
二
号
（
一
九
三
七
年
二
月
）
か
ら
三
巻
四
号
（
一
九
三
八
年
四
月
）

ま
で
全
十
回
連
載
し
て
い
る
。
菊
子
と
久
允
は
、
久
允
が
東
京
朝
日
大
朝
出

版
編
集
部
長
と
し
て
『
週
刊
朝
日
』
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
頃
の
一
九
三

七
年
に
知
り
合
っ
た
ら
し
い
。
久
允
は
在
米
時
代
か
ら
、
女
流
作
家
菊
子
の

名
は
耳
に
し
て
お
り
、
ま
た
同
じ
郷
土
の
作
家
と
し
て
注
目
し
て
も
い
た
。

ア
メ
リ
カ
で
、
自
由
平
等
の
精
神
、
ま
た
日
本
よ
り
も
進
む
男
女
平
等
の
状

況
な
ど
を
体
感
し
て
き
た
経
験
か
ら
、彼
は
日
本
に
戻
っ
て
、依
然
と
し
て
、

女
性
た
ち
が
男
性
に
経
済
的
に
依
存
し
、
家
庭
に
留
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
甘
ん
じ
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
て
い
た
。
さ
ら
に
は
、
男
性
作

家
た
ち
が
、
書
物
や
話
の
中
で
は
女
性
の
独
立
な
ど
を
声
高
に
訴
え
て
い
て

も
、
実
際
に
は
依
然
と
し
て
女
性
に
対
す
る
蔑
視
的
な
見
方
は
変
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
に
も
気
づ
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
久
允
は
自
立

-21-



や
地
位
の
向
上
を
願
う
女
性
作
家
た
ち
を
激
励
し
た
い
と
思
い
、『
週
刊
朝

日
』
に
お
い
て
新
進
女
流
作
家
の
特
集
を
組
み
、
ま
た
女
流
作
家
た
ち
と
の

交
流
会
も
た
び
た
び
持
っ
て
親
交
を
深
め
た
。
女
流
作
家
た
ち
は
久
允
を
慕

っ
て
彼
の
も
と
を
頻
繁
に
訪
ね
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
菊
子
も
含
ま
れ
て
い

た
。
た
だ
菊
子
に
つ
い
て
は
、
も
う
既
に
作
家
と
し
て
、『
婦
人
画
報
』『
婦

人
公
論
』『
婦
人
サ
ロ
ン
』『
女
人
芸
術
』
な
ど
の
作
品
発
表
の
場
が
数
多
く

あ
り
、
新
進
作
家
と
い
う
よ
り
は
、
同
郷
の
先
輩
女
流
作
家
と
い
う
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
菊
子
と
久
允
の
妻
も
懇
意
に
な
り
、
よ
く
久
允

宅
で
夕
食
を
取
る
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
持
た
れ
た
。
ま
た
久
允
と

菊
子
は
、
と
も
に
小
唄
を
習
い
、
徳
田
秋
声
の
「
二
日
会
」
に
参
加
す
る
な

ど
、文
学
的
交
流
を
続
け
て
い
た
。そ
の
延
長
線
上
で
、久
允
は『
高
志
人
』

へ
の
寄
稿
を
菊
子
に
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
２
。 

 

そ
の
経
緯
を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
。『
高
志
人
』二
巻
一
号
に
、

「『
高
志
人
』
創
刊
号
を
読
ん
で
」
と
の
題
で
、
読
者
、
関
係
者
か
ら
の
感
想

が
載
せ
て
あ
る
。
衆
議
院
議
員
石
坂
豊
一
、
詩
人
の
中
山
輝
も
感
想
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
こ
に
小
寺
菊
子
か
ら
の
感
想
も
あ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
高
志
人
の
発
刊
を
お
目
出
度
存
じ
ま
す
。そ
れ
〴
に
面
白
い
記
事
が
澤

山
あ
り
ま
し
た
。
少
し
堅
す
ぎ
る
や
う
に
思
ひ
ま
す
が
。
家
庭
人
に
も
読
ま

せ
る
や
う
に
も
う
少
し
柔
ら
か
い
も
の
も
あ
つ
て
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
富

山
を
知
る
た
め
に
伝
説
な
ど
結
構
で
す
。」
３
と
、
全
体
的
に
は
興
味
深
い
と

好
評
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
記
事
の
堅
さ
を
難
点
と
し
、
家
庭
を
生
活
拠

点
と
す
る
人
々
に
も
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
、
取
り
つ
き
や
す
い
内
容
の

作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
良
い
と
述
べ
て
い
る
。 

 

彼
女
の
感
想
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
か
、
久
允
は
同
号
の
「
次
号
予
告
」
欄

で
、
菊
子
の
連
載
を
紹
介
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

 

『
創
刊
号
』
を
出
し
て
か
ら
、
経
営
の
方
針
を
き
め
る
為
め
に
二
か

月
休
ん
で
、『
新
年
号
』を
第
二
巻
第
一
号
と
し
て
世
に
お
く
つ
た
が
、

第
二
号
以
下
は
、
毎
月
間
違
な
く
発
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。（
中
略
） 

 
 

 
 

そ
こ
で
、
余
り
固
い
も
の
ば
か
り
で
も
、
と
思
つ
て
越
中
出
身
の
女

流
作
家
小
寺
菊
子
を
煩
は
し
て
小
説
を
連
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

小
寺
女
史
は
女
流
文
壇
の
先
駆
的
作
家
で
、
明
治
四
十
四
年
大
阪
朝
日

新
聞
長
編
懸
賞
小
説
に
入
選
、『
父
の
罪
』は
、当
時
洛
陽
の
紙
価
を
高

か
ら
し
め
た
。
続
い
て
同
紙
に
長
篇
『
頬
紅
』
を
、
大
阪
新
報
に
『
愛

情
』
を
、
福
岡
日
々
に
『
愛
の
影
』、
名
古
屋
新
聞
に
『
あ
こ
が
れ
の
中

に
』
等
々
の
傑
作
を
発
表
し
、
以
来
短
篇
小
説
百
五
六
十
種
を
一
流
諸

雑
誌
に
発
表
し
た
。
越
中
人
は
ど
の
方
面
に
向
か
つ
て
も
苦
労
し
た
が
、

こ
の
女
子
な
ど
は
こ
の
方
面
で
の
立
志
傳
中
の
人
物
で
あ
る
４
。 

 

菊
子
の
先
の
感
想
を
踏
ま
え
た
よ
う
な
、
久
允
の
書
き
ぶ
り
が
あ
り
、
さ
ら

に
彼
女
の
小
説
家
と
し
て
の
評
価
、
郷
土
出
身
の
女
流
作
家
の
先
駆
け
で
、

苦
労
人
で
あ
る
彼
女
の
功
績
を
記
し
て
い
る
。 

 

続
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

二
月
号
か
ら
十
回
に
亘
つ
て
連
載
さ
れ
る
「
他
力
信
心
の
女
」
は
富
山

を
舞
台
と
し
て
、
滅
び
ゆ
く
旧
家
の
崩
壊
と
、
絶
対
他
力
を
信
心
す
る

老
婆
の
哀
れ
な
る
生
活
を
描
い
た
も
の
で
、
旧
時
代
の
富
山
の
情
緒
が
、

手
に
と
る
や
う
に
鮮
か
に
描
か
れ
、
吾
々
越
中
人
が
走
馬
燈
の
や
う
に

変
り
ゆ
く
世
態
の
中
に
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ
ゆ
か
ん
と
す
る
過
去
情
緒

が
、
一
種
の
魅
力
を
も
つ
て
逼
つ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
５ 

 
失
わ
れ
ゆ
く
富
山
の
家
庭
に
お
け
る
人
々
の
生
活
実
態
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る

精
神
、
心
情
的
な
も
の
が
色
濃
く
映
し
出
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
期
待
を
か

け
て
読
者
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

三
、「
他
力
信
心
の
女
」
に
お
け
る
浄
土
信
仰 

 

「
他
力
信
心
の
女
」
は
書
き
下
ろ
し
で
は
な
く
、「
哀
し
き
祖
母
」（『
報
知

新
聞
夕
刊
』
一
九
二
一
年
十
月
十
四
日
～
十
二
月
五
日
連
載
）
を
改
題
し
た

作
品
で
あ
る
。
話
の
筋
は
、
浄
土
真
宗
へ
の
信
心
の
厚
い
祖
母
「
お
や
へ
」

が
、
全
く
信
仰
心
の
な
い
夫
、
そ
し
て
息
子
夫
婦
に
対
し
て
、
不
平
不
満
を

抱
え
煩
悶
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
う
し
た
業
を
乗
り
越
え
、

何
と
か
極
楽
浄
土
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
唱
え
る
。
そ
の

生
活
の
中
、
夫
に
女
性
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
現
場
を
突
き
止

め
、
関
係
の
終
結
を
は
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
た
の
か
、
夫
は
日

増
し
に
衰
え
、
遂
に
は
病
で
先
立
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
息
子
は
相
場
に
手

を
出
し
、
借
金
を
作
っ
て
姿
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
借
金
の
返
済

の
た
め
に
、家
屋
敷
、そ
し
て
家
財
道
具
一
切
を
売
り
払
い
、一
家
は
離
散
、

没
落
と
い
う
結
末
を
辿
っ
た
。
嫁
と
孫
た
ち
は
、
東
京
の
親
類
の
元
へ
身
を

寄
せ
る
た
め
に
、
故
郷
を
出
、
お
や
へ
は
一
人
、
菩
提
寺
で
あ
る
念
称
寺
に

引
き
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
不
注
意
で
火
を
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
契
機

に
、
寺
で
は
次
第
に
疎
ま
し
く
思
わ
れ
、
哀
し
い
末
路
を
辿
っ
て
い
く
と
い

う
作
品
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
な
ぜ
こ
の
作
品
を
「
哀
し
き
祖
母
」
か
ら
「
他
力
信
心
の
女
」
に

改
題
し
た
の
だ
ろ
う
か
。第
一
に
、『
高
志
人
』が
郷
土
研
究
雑
誌
と
し
て
、

立
山
信
仰
他
、
宗
教
的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
雑

誌
の
傾
向
に
合
わ
せ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
固
い
も
の
で
は
な

く
、家
庭
人
に
も
読
め
る
作
品
が
、『
高
志
人
』の
中
に
寄
稿
さ
れ
た
方
が
良

い
と
の
感
想
を
菊
子
が
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
富
山
に
お
け
る
家
庭
で
の

一
場
面
を
象
徴
的
に
表
す
題
と
し
て
、
富
山
に
根
深
い
、
絶
対
他
力
信
心
の

浄
土
真
宗
を
表
現
す
る
題
を
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
題
の
変
更
に
よ
り
、

「
哀
し
き
祖
母
」
と
い
う
、
祖
母
の
哀
れ
さ
と
い
う
主
題
か
ら
、
他
力
信
心

に
没
入
す
る
女
と
い
う
一
般
的
な
女
性
へ
と
焦
点
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

作
品
内
に
は
、
祖
母
の
心
情
を
中
心
に
、
嫁
姑
の
関
係
、
祖
父
と
祖
母
、

ま
た
長
男
夫
婦
の
関
係
、
祖
母
と
孫
の
関
わ
り
、
ま
た
富
山
の
片
田
舎
に
見

ら
れ
る
典
型
的
な
家
庭
の
様
子
、
寺
と
人
々
と
の
関
係
、
信
仰
心
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
浄
土
真
宗
へ
の
信
仰
と
祖
母

と
の
関
わ
り
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
菊
子
の
抱
く
、
過
度
な
信
仰
心
に

対
す
る
冷
淡
な
視
点
が
見
ら
れ
る
。 

 

ま
ず
、
第
一
回
で
、
菊
子
は
祖
母
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。 

  
 

 

早
く
か
ら
仏
教
だ
け
が
わ
り
あ
ひ
に
開
け
て
ゐ
る
、
此
富
山
と
い
ふ

土
地
に
は
、
門
徒
の
信
者
が
非
常
に
多
い
の
だ
つ
た
。
そ
の
信
徒
た
ち

は
、
年
中
お
寺
詣
り
を
自
分
た
ち
が
此
世
に
生
き
て
ゆ
く
上
に
、
最
も

大
切
な
意
義
の
あ
る
仕
事
と
し
て
、
争
つ
て
、
自
慢
し
合
つ
て
、
街
の

寺
々
の
説
教
を
聴
聞
に
歩
き
廻
る
の
だ
つ
た
。
そ
の
中
で
も
祖
母
の
お

や
へ
は
殊
に
熱
心
な
―
―
と
い
ふ
よ
り
も
、
無
信
仰
者
か
ら
は
常
に

「
仏
教
気
ち
が
ひ
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
ほ
ど
の
信
徒
な
の
で
あ
る
６
。 

 

信
者
た
ち
の
信
仰
へ
の
熱
の
入
れ
よ
う
を
、
菊
子
は
い
さ
さ
か
冷
や
や
か
に

描
写
し
、
さ
ら
に
祖
母
の
お
や
へ
は
、
特
別
に
熱
心
な
、「
気
ち
が
ひ
」
と
見

え
る
ほ
ど
の
信
者
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

お
や
へ
が
念
仏
を
唱
え
、
懸
命
に
極
楽
浄
土
を
願
う
姿
は
、
お
寺
へ
の
お

参
り
、
自
宅
の
仏
壇
で
の
読
経
、
お
寺
へ
の
寄
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
描

か
れ
て
い
る
。
そ
の
信
仰
心
の
厚
さ
は
、
当
然
、
報
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
期

待
さ
せ
る
類
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
語
の
後
半
に
な
り
、
行
き

場
を
失
っ
た
祖
母
が
、
お
寺
に
引
き
取
ら
れ
、
有
難
い
念
仏
を
毎
日
聞
き
な

が
ら
、
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
状
況
は
、
彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
信
仰

に
見
合
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
お
や
へ
は
次
の
よ
う
な
冷
淡
な

言
葉
を
、
未
亡
人
と
な
っ
て
い
る
寺
の
女
主
人
に
浴
び
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。 

-22-



や
地
位
の
向
上
を
願
う
女
性
作
家
た
ち
を
激
励
し
た
い
と
思
い
、『
週
刊
朝

日
』
に
お
い
て
新
進
女
流
作
家
の
特
集
を
組
み
、
ま
た
女
流
作
家
た
ち
と
の

交
流
会
も
た
び
た
び
持
っ
て
親
交
を
深
め
た
。
女
流
作
家
た
ち
は
久
允
を
慕

っ
て
彼
の
も
と
を
頻
繁
に
訪
ね
た
と
い
う
。
そ
の
中
に
菊
子
も
含
ま
れ
て
い

た
。
た
だ
菊
子
に
つ
い
て
は
、
も
う
既
に
作
家
と
し
て
、『
婦
人
画
報
』『
婦

人
公
論
』『
婦
人
サ
ロ
ン
』『
女
人
芸
術
』
な
ど
の
作
品
発
表
の
場
が
数
多
く

あ
り
、
新
進
作
家
と
い
う
よ
り
は
、
同
郷
の
先
輩
女
流
作
家
と
い
う
位
置
づ

け
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
菊
子
と
久
允
の
妻
も
懇
意
に
な
り
、
よ
く
久
允

宅
で
夕
食
を
取
る
な
ど
、
家
族
ぐ
る
み
の
交
流
が
持
た
れ
た
。
ま
た
久
允
と

菊
子
は
、
と
も
に
小
唄
を
習
い
、
徳
田
秋
声
の
「
二
日
会
」
に
参
加
す
る
な

ど
、文
学
的
交
流
を
続
け
て
い
た
。そ
の
延
長
線
上
で
、久
允
は『
高
志
人
』

へ
の
寄
稿
を
菊
子
に
依
頼
し
た
よ
う
で
あ
る
２
。 

 

そ
の
経
緯
を
伝
え
る
次
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
。『
高
志
人
』二
巻
一
号
に
、

「『
高
志
人
』
創
刊
号
を
読
ん
で
」
と
の
題
で
、
読
者
、
関
係
者
か
ら
の
感
想

が
載
せ
て
あ
る
。
衆
議
院
議
員
石
坂
豊
一
、
詩
人
の
中
山
輝
も
感
想
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
こ
に
小
寺
菊
子
か
ら
の
感
想
も
あ
り
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
高
志
人
の
発
刊
を
お
目
出
度
存
じ
ま
す
。そ
れ
〴
に
面
白
い
記
事
が
澤

山
あ
り
ま
し
た
。
少
し
堅
す
ぎ
る
や
う
に
思
ひ
ま
す
が
。
家
庭
人
に
も
読
ま

せ
る
や
う
に
も
う
少
し
柔
ら
か
い
も
の
も
あ
つ
て
よ
い
か
と
思
ひ
ま
す
。
富

山
を
知
る
た
め
に
伝
説
な
ど
結
構
で
す
。」
３
と
、
全
体
的
に
は
興
味
深
い
と

好
評
し
て
い
る
が
、
一
方
で
、
記
事
の
堅
さ
を
難
点
と
し
、
家
庭
を
生
活
拠

点
と
す
る
人
々
に
も
共
感
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
、
取
り
つ
き
や
す
い
内
容
の

作
品
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
良
い
と
述
べ
て
い
る
。 

 

彼
女
の
感
想
を
受
け
て
で
あ
ろ
う
か
、
久
允
は
同
号
の
「
次
号
予
告
」
欄

で
、
菊
子
の
連
載
を
紹
介
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

 

『
創
刊
号
』
を
出
し
て
か
ら
、
経
営
の
方
針
を
き
め
る
為
め
に
二
か

月
休
ん
で
、『
新
年
号
』を
第
二
巻
第
一
号
と
し
て
世
に
お
く
つ
た
が
、

第
二
号
以
下
は
、
毎
月
間
違
な
く
発
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。（
中
略
） 

 
 

 
 

そ
こ
で
、
余
り
固
い
も
の
ば
か
り
で
も
、
と
思
つ
て
越
中
出
身
の
女

流
作
家
小
寺
菊
子
を
煩
は
し
て
小
説
を
連
載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

小
寺
女
史
は
女
流
文
壇
の
先
駆
的
作
家
で
、
明
治
四
十
四
年
大
阪
朝
日

新
聞
長
編
懸
賞
小
説
に
入
選
、『
父
の
罪
』は
、当
時
洛
陽
の
紙
価
を
高

か
ら
し
め
た
。
続
い
て
同
紙
に
長
篇
『
頬
紅
』
を
、
大
阪
新
報
に
『
愛

情
』
を
、
福
岡
日
々
に
『
愛
の
影
』、
名
古
屋
新
聞
に
『
あ
こ
が
れ
の
中

に
』
等
々
の
傑
作
を
発
表
し
、
以
来
短
篇
小
説
百
五
六
十
種
を
一
流
諸

雑
誌
に
発
表
し
た
。
越
中
人
は
ど
の
方
面
に
向
か
つ
て
も
苦
労
し
た
が
、

こ
の
女
子
な
ど
は
こ
の
方
面
で
の
立
志
傳
中
の
人
物
で
あ
る
４
。 

 

菊
子
の
先
の
感
想
を
踏
ま
え
た
よ
う
な
、
久
允
の
書
き
ぶ
り
が
あ
り
、
さ
ら

に
彼
女
の
小
説
家
と
し
て
の
評
価
、
郷
土
出
身
の
女
流
作
家
の
先
駆
け
で
、

苦
労
人
で
あ
る
彼
女
の
功
績
を
記
し
て
い
る
。 

 

続
い
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

  
 

二
月
号
か
ら
十
回
に
亘
つ
て
連
載
さ
れ
る
「
他
力
信
心
の
女
」
は
富
山

を
舞
台
と
し
て
、
滅
び
ゆ
く
旧
家
の
崩
壊
と
、
絶
対
他
力
を
信
心
す
る

老
婆
の
哀
れ
な
る
生
活
を
描
い
た
も
の
で
、
旧
時
代
の
富
山
の
情
緒
が
、

手
に
と
る
や
う
に
鮮
か
に
描
か
れ
、
吾
々
越
中
人
が
走
馬
燈
の
や
う
に

変
り
ゆ
く
世
態
の
中
に
、
と
も
す
れ
ば
忘
れ
ゆ
か
ん
と
す
る
過
去
情
緒

が
、
一
種
の
魅
力
を
も
つ
て
逼
つ
て
来
る
も
の
で
あ
る
。
５ 

 

失
わ
れ
ゆ
く
富
山
の
家
庭
に
お
け
る
人
々
の
生
活
実
態
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る

精
神
、
心
情
的
な
も
の
が
色
濃
く
映
し
出
さ
れ
た
作
品
と
し
て
、
期
待
を
か

け
て
読
者
に
紹
介
し
て
い
る
。 

 

三
、「
他
力
信
心
の
女
」
に
お
け
る
浄
土
信
仰 

 
「
他
力
信
心
の
女
」
は
書
き
下
ろ
し
で
は
な
く
、「
哀
し
き
祖
母
」（『
報
知

新
聞
夕
刊
』
一
九
二
一
年
十
月
十
四
日
～
十
二
月
五
日
連
載
）
を
改
題
し
た

作
品
で
あ
る
。
話
の
筋
は
、
浄
土
真
宗
へ
の
信
心
の
厚
い
祖
母
「
お
や
へ
」

が
、
全
く
信
仰
心
の
な
い
夫
、
そ
し
て
息
子
夫
婦
に
対
し
て
、
不
平
不
満
を

抱
え
煩
悶
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
る
。し
か
し
、そ
う
し
た
業
を
乗
り
越
え
、

何
と
か
極
楽
浄
土
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ひ
た
す
ら
念
仏
を
唱
え
る
。
そ
の

生
活
の
中
、
夫
に
女
性
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
現
場
を
突
き
止

め
、
関
係
の
終
結
を
は
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
契
機
と
な
っ
た
の
か
、
夫
は
日

増
し
に
衰
え
、
遂
に
は
病
で
先
立
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
息
子
は
相
場
に
手

を
出
し
、
借
金
を
作
っ
て
姿
を
く
ら
ま
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
借
金
の
返
済

の
た
め
に
、家
屋
敷
、そ
し
て
家
財
道
具
一
切
を
売
り
払
い
、一
家
は
離
散
、

没
落
と
い
う
結
末
を
辿
っ
た
。
嫁
と
孫
た
ち
は
、
東
京
の
親
類
の
元
へ
身
を

寄
せ
る
た
め
に
、
故
郷
を
出
、
お
や
へ
は
一
人
、
菩
提
寺
で
あ
る
念
称
寺
に

引
き
取
ら
れ
た
。
し
か
し
、
不
注
意
で
火
を
出
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
契
機

に
、
寺
で
は
次
第
に
疎
ま
し
く
思
わ
れ
、
哀
し
い
末
路
を
辿
っ
て
い
く
と
い

う
作
品
で
あ
る
。 

 

ま
ず
、
な
ぜ
こ
の
作
品
を
「
哀
し
き
祖
母
」
か
ら
「
他
力
信
心
の
女
」
に

改
題
し
た
の
だ
ろ
う
か
。第
一
に
、『
高
志
人
』が
郷
土
研
究
雑
誌
と
し
て
、

立
山
信
仰
他
、
宗
教
的
な
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
雑

誌
の
傾
向
に
合
わ
せ
た
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
固
い
も
の
で
は
な

く
、家
庭
人
に
も
読
め
る
作
品
が
、『
高
志
人
』の
中
に
寄
稿
さ
れ
た
方
が
良

い
と
の
感
想
を
菊
子
が
抱
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
富
山
に
お
け
る
家
庭
で
の

一
場
面
を
象
徴
的
に
表
す
題
と
し
て
、
富
山
に
根
深
い
、
絶
対
他
力
信
心
の

浄
土
真
宗
を
表
現
す
る
題
を
選
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
題
の
変
更
に
よ
り
、

「
哀
し
き
祖
母
」
と
い
う
、
祖
母
の
哀
れ
さ
と
い
う
主
題
か
ら
、
他
力
信
心

に
没
入
す
る
女
と
い
う
一
般
的
な
女
性
へ
と
焦
点
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

作
品
内
に
は
、
祖
母
の
心
情
を
中
心
に
、
嫁
姑
の
関
係
、
祖
父
と
祖
母
、

ま
た
長
男
夫
婦
の
関
係
、
祖
母
と
孫
の
関
わ
り
、
ま
た
富
山
の
片
田
舎
に
見

ら
れ
る
典
型
的
な
家
庭
の
様
子
、
寺
と
人
々
と
の
関
係
、
信
仰
心
な
ど
様
々

な
テ
ー
マ
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
浄
土
真
宗
へ
の
信
仰
と
祖
母

と
の
関
わ
り
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
菊
子
の
抱
く
、
過
度
な
信
仰
心
に

対
す
る
冷
淡
な
視
点
が
見
ら
れ
る
。 
 

ま
ず
、
第
一
回
で
、
菊
子
は
祖
母
を
次
の
よ
う
に
描
写
し
て
い
る
。 

  
 

 

早
く
か
ら
仏
教
だ
け
が
わ
り
あ
ひ
に
開
け
て
ゐ
る
、
此
富
山
と
い
ふ

土
地
に
は
、
門
徒
の
信
者
が
非
常
に
多
い
の
だ
つ
た
。
そ
の
信
徒
た
ち

は
、
年
中
お
寺
詣
り
を
自
分
た
ち
が
此
世
に
生
き
て
ゆ
く
上
に
、
最
も

大
切
な
意
義
の
あ
る
仕
事
と
し
て
、
争
つ
て
、
自
慢
し
合
つ
て
、
街
の

寺
々
の
説
教
を
聴
聞
に
歩
き
廻
る
の
だ
つ
た
。
そ
の
中
で
も
祖
母
の
お

や
へ
は
殊
に
熱
心
な
―
―
と
い
ふ
よ
り
も
、
無
信
仰
者
か
ら
は
常
に

「
仏
教
気
ち
が
ひ
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
ほ
ど
の
信
徒
な
の
で
あ
る
６
。 

 

信
者
た
ち
の
信
仰
へ
の
熱
の
入
れ
よ
う
を
、
菊
子
は
い
さ
さ
か
冷
や
や
か
に

描
写
し
、
さ
ら
に
祖
母
の
お
や
へ
は
、
特
別
に
熱
心
な
、「
気
ち
が
ひ
」
と
見

え
る
ほ
ど
の
信
者
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。 

 

お
や
へ
が
念
仏
を
唱
え
、
懸
命
に
極
楽
浄
土
を
願
う
姿
は
、
お
寺
へ
の
お

参
り
、
自
宅
の
仏
壇
で
の
読
経
、
お
寺
へ
の
寄
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
描

か
れ
て
い
る
。
そ
の
信
仰
心
の
厚
さ
は
、
当
然
、
報
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
期

待
さ
せ
る
類
の
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
物
語
の
後
半
に
な
り
、
行
き

場
を
失
っ
た
祖
母
が
、
お
寺
に
引
き
取
ら
れ
、
有
難
い
念
仏
を
毎
日
聞
き
な

が
ら
、
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
状
況
は
、
彼
女
の
こ
れ
ま
で
の
信
仰

に
見
合
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
お
や
へ
は
次
の
よ
う
な
冷
淡
な

言
葉
を
、
未
亡
人
と
な
っ
て
い
る
寺
の
女
主
人
に
浴
び
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
あ
る
。 
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「
寺
へ
な
ん
ぼ
寄
進
が
し
て
あ
つ
て
も
な
、
そ
れ
は
皆
あ
ん
た
の
後

生
の
た
め
ぢ
や
、
仏
恩
報
謝
の
た
め
ぢ
や
な
い
か
ね
。
私
ど
も
は
こ

の
寺
を
守
る
身
分
ぢ
や
さ
か
い
ね
。
さ
う
か
云
う
て
、
あ
ん
た
の
世

話
を
い
つ
ま
で
も
し
と
る
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
の
ぢ
や
。
そ
れ
に
、

こ
な
い
し
て
火
事
ま
で
出
さ
れ
て
見
る
と
、
第
一
檀
家
の
衆
に
つ
け

て
も
、
あ
ん
た
に
居
つ
て
貰
ふ
訳
に
ゆ
き
ま
せ
ん
の
ぢ
や
。」
７ 

 

こ
う
し
た
無
情
な
言
葉
に
対
し
て
、
弁
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
弱
い
立
場

の
祖
母
は
、
朦
朧
と
し
た
頭
の
中
に
も
、
数
十
年
間
、
貢
い
で
き
た
莫
大
な

寄
進
の
金
額
が
浮
か
び
、「
あ
な
い
に
た
ん
と
寄
進
も
し
て
あ
る
の
に
、ま
だ

足
り
ん
か
い
な
あ
、
私
と
し
て
は
も
う
精
一
杯
お
寺
様
へ
尽
し
て
来
ま
し
た

が
な
あ
、あ
ゝ
あ
、な
ん
ち
う
情
け
な
い
こ
つ
て
ご
ざ
り
ま
せ
う
な
。」８
と
、

涙
を
流
す
し
か
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
小
窓
一
つ
だ
け
の
暗
い
三
畳
の
納
戸
に
、
蛆
虫
の
よ
う
に
ひ
れ

伏
し
、
た
だ
阿
弥
陀
如
来
の
お
迎
え
が
来
る
の
を
待
っ
て
、
衰
退
し
て
い
く

日
々
で
あ
っ
た
。
つ
い
に
、
お
や
へ
は
、
命
を
絶
つ
こ
と
を
考
え
、
喘
ぎ
な

が
ら
、
明
朝
、
雪
の
降
る
中
、
井
戸
端
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
井

戸
の
中
を
覗
く
と
恐
怖
に
か
ら
れ
腰
が
す
く
む
。
息
絶
え
絶
え
の
お
や
へ
の

か
す
ん
だ
瞳
に
映
る
の
は
、
彼
女
の
誇
り
と
し
て
き
た
、
我
が
家
の
立
派
な

石
塔
で
あ
っ
た
。そ
の
白
い
御
影
石
の
石
塔
は
、「
か
つ
て
仏
壇
の
帷
の
中
か

ら
し
み
〴
拝
ん
だ
仏
像
の
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
神
々
し
く
懐
か
し
い
も
の
」

９
だ
っ
た
。お
や
へ
は
そ
の
石
塔
に
す
が
っ
て
、夢
う
つ
つ
の
中
、最
後
を
遂

げ
て
い
く
。 

 

お
や
へ
が
、
井
戸
端
で
見
た
石
塔
は
、
寺
の
石
塔
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
神
々
し
い
幻
の
よ
う
に
、
彼
女
の
誇
り
と
し
て
き
た
我
が
家
の
立

派
な
石
塔
と
し
て
映
っ
た
。
こ
こ
で
、
お
や
へ
は
、
信
心
を
捧
げ
て
き
た
金

銀
の
仏
像
よ
り
も
、
こ
の
石
塔
を
彼
女
の
心
の
最
後
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
。

「
祖
父
さ
ま
や
、
清
吉
や
、
憲
坊
や
、
早
う
お
祖
母
を
そ
こ
へ
よ
ん
で
お
く

れ
や
、『
早
う
、
如
来
さ
ま
に
お
縋
り
し
た
い
の
ぢ
や
』」

10

と
言
う
彼
女
に

と
っ
て
、
仏
へ
の
信
仰
は
す
べ
て
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
石
塔
が
仏

像
よ
り
も
ま
さ
る
と
の
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
お
や
へ
の
信
仰
に
は
、

極
楽
浄
土
へ
向
か
う
そ
の
最
期
に
な
っ
て
、
翳
り
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
菊
子
は
、
厚
い
信
仰
心
を
持
っ
て
懸
命
に
念
仏
を
唱
え
て
き
た
お
や
へ

が
、
決
し
て
報
わ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
悲
痛
な
結
末
で
、
物
語

を
終
え
て
い
る
。 

四
、「
念
仏
の
家
」
に
お
け
る
浄
土
信
仰 

 

こ
う
し
た
「
他
力
信
心
の
女
」
に
み
ら
れ
る
信
仰
に
つ
い
て
の
描
写
を
考

え
る
う
え
で
、「
念
仏
の
家
」を
参
考
に
し
て
み
よ
う
。「
念
仏
の
家
」に
は
、

「
他
力
信
心
の
女
」
よ
り
も
、
明
確
に
浄
土
真
宗
の
信
仰
に
つ
い
て
の
批
判

意
識
が
表
れ
て
い
る
。「
念
仏
の
女
」は
短
編
集『
深
夜
の
歌
』（
一
九
三
六
）

11

に
収
録
さ
れ
、
菊
子
の
身
上
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
よ
う
な
自
伝
的
な

作
品
で
あ
る
。 

 

富
山
県
水
橋
に
あ
る
本
家
「
尾
島
家
」
に
二
十
年
振
り
に
帰
省
し
た
菊
子

と
思
わ
れ
る
「
私
」。
そ
こ
に
は
家
を
切
り
盛
り
す
る
「
お
文
さ
ん
」
と
、
病

の
床
に
伏
す
長
男
、
三
人
の
男
児
の
孫
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
孫
た
ち
の
母

親
は
前
年
に
病
死
し
て
い
る
。
お
文
さ
ん
と
、
家
族
、
親
せ
き
、
知
人
た
ち

の
近
況
を
話
し
合
う
。そ
の
懐
古
的
な
話
の
中
に
は
、「
私
」の
幼
馴
染
で
あ

り
い
い
な
づ
け
で
も
あ
っ
た
「
義
雄
」
を
含
み
、
誰
そ
れ
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
悲
し
い
消
息
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
の
談
話
中
に
お
文
さ
ん
は
、
仏
壇
で

手
を
合
わ
せ
て
祈
る
。そ
の
光
景
に
つ
い
て
、「
私
」は
次
の
よ
う
な
印
象
を

抱
い
て
い
る
。 

  
 

お
文
さ
ん
は
私
が
金
ピ
カ
の
袋
に
入
れ
て
持
つ
て
来
た
母
の
歯
骨
を

佛
壇
に
飾
つ
て
拝
ん
だ
。
聖
武
天
皇
時
代
既
に
越
中
文
化
の
中
心
と
し

て
佛
教
が
開
け
て
か
ら
、
こ
の
国
の
人
々
の
楽
し
み
は
、
ひ
た
す
ら
他

力
信
心
に
縋
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
だ
つ
た
。
そ
の
盲
目
的
信
仰
に
よ
つ

て
生
ま
れ
た
も
の
は
、
か
う
な
る
の
も
前
世
の
約
束
と
い
ふ
宿
命
的

『
諦
め
主
義
』
で
あ
つ
た

12

。 
 

「
私
」
に
と
っ
て
は
、
人
々
を
救
う
た
め
の
信
仰
心
が
、
人
生
の
選
択
に
お

い
て
、
積
極
性
を
欠
い
た
諦
め
の
精
神
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
お
文
さ
ん
が
、
病
で
床
に
伏
す
彼
女
の
長
男
に
、「
私
」
を
会
わ

せ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、「
私
」
は
次
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
く
。 

  
 

今
の
主
人
の
兄
も
そ
れ
だ
つ
た
、
そ
の
妹
も
そ
れ
だ
つ
た
、
そ
し
て
、

そ
の
兄
の
娘
も
さ
う
だ
つ
た
し
、
ま
だ
他
に
も
そ
の
病
気
で
斃
れ
て
ゐ

る
筈
だ
つ
た
。
家
が
徒
に
広
い
ば
か
り
で
陽
が
当
た
ら
な
い
（
中
略
）

そ
の
陰
鬱
な
薄
暗
い
室
々
に
、
或
は
天
井
に
、
柱
の
木
目
に
、
額
の
裏

に
、
先
代
が
、
そ
の
妹
が
、
次
々
と
残
し
て
行
つ
た
で
あ
ら
う
数
知
れ

ぬ
黴
菌
が
、
如
何
に
の
ん
き
に
悠
々
と
い
つ
ま
で
も
這
ひ
摺
り
廻
り
、

家
中
で
一
番
弱
い
人
間
の
頭
の
上
へ
と
落
ち
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
？
衛
生
知
識
の
乏
し
い
上
に
、
仏
教
思
想
の
影
響
で
、
早
く
も
世

の
無
常
を
観
ず
る
習
慣
か
ら
、肺
病
と
い
へ
ば
、あ
ゝ
さ
う
か
、又
か
、

倉
も
屋
敷
も
持
つ
て
ゆ
か
れ
る
ぞ
、
今
の
う
ち
に
用
心
し
よ
う
と
、
す

ぐ
に
匙
を
投
げ
出
し
て
、
い
く
ら
金
が
あ
つ
て
も
徹
底
的
の
療
治
を
し

て
や
ら
ぬ
習
慣
に
な
つ
て
ゐ
る
、
病
人
こ
そ
実
に
気
の
毒
で
あ
る
の
だ

13

。 
 

家
屋
の
状
態
や
環
境
な
ど
、
客
観
的
な
側
面
に
目
を
向
け
ず
、
近
代
的
な
医

学
で
防
げ
る
は
ず
の
病
気
に
対
し
て
、
適
切
な
処
置
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ

う
し
た
行
動
は
、
仏
教
思
想
の
影
響
を
受
け
、
世
は
無
常
だ
と
、
絶
望
的
に

諦
め
て
し
ま
う
精
神
に
発
す
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
落
胆
的
、
諦
観
の
態

度
が
、一
家
の
没
落
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
哀
れ
さ
を
、菊
子
は「
私
」

の
思
い
を
通
し
て
、
批
判
的
に
描
い
て
い
る
。 

 

浄
土
真
宗
へ
の
行
き
過
ぎ
た
信
仰
が
、
諦
め
主
義
に
映
る
菊
子
に
と
っ
て
、

尾
島
家
の
仏
壇
は
ま
た
、
幼
少
期
の
辛
い
陰
鬱
な
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
も
の

で
も
あ
っ
た
。 

  
 

佛
壇
に
は
い
つ
ま
で
も
燈
明
が
よ
ろ

と〱
ゆ
ら
め
い
て
、
燃
え
の
こ

つ
た
沫
香
の
か
ほ
り
が
廣
い
家
ぢ
う
に
漂
つ
て
ゐ
る
。
佛
を
拝
め
、
佛

を
拝
め
、と
教
へ
ら
れ
た
幼
時
が
、ぞ
つ
と
す
る
ほ
ど
思
ひ
出
さ
れ
る
。

お
文
さ
ん
は
話
半
ば
に
で
も
な
ん
で
も
、
と
き
〴
念
佛
を
と
な
へ
た
。

溜
息
を
吐
く
や
う
な
、
あ
の
淋
し
さ
う
な
念
佛
こ
そ
、
な
ん
ど
わ
れ

の〱
血
気
に
充
ち
た
青
春
の
覇
気
を
挫
き
、
因
循
的
な
も
の
に
し
た

こ
と
か
？
私
た
ち
の
幼
時
を
脅
か
し
、
早
く
も
厭
世
観
念
を
吹
き
込
ん

だ
の
は
、
全
く
あ
の
無
常
迅
速
お
く
れ
さ
き
立
つ
世
の
習
ひ
と
、
物
悲

し
げ
に
人
間
の
生
活
を
掻
き
口
説
い
た
、
愚
昧
な
年
老
り
た
ち
の
お
念

佛
の
声
で
は
な
か
つ
た
か

14

？ 
  

菊
子
に
と
っ
て
は
、
念
仏
は
、
寂
し
く
、
暗
く
、
活
気
に
満
ち
た
若
者
た

ち
の
、
人
生
へ
の
希
望
を
挫
く
、
後
退
的
な
影
響
し
か
与
え
な
い
も
の
と
し

て
、
手
厳
し
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

五
、
お
わ
り
に 

 

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
他
力
信
心
の
女
」
に
も
「
念
仏
の
家
」
に
も
、

浄
土
真
宗
へ
の
盲
目
的
信
仰
心
に
対
す
る
批
判
精
神
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
宗
教
観
は
、
彼
女
が
「
新
し
い
女
」
と
し
て
自
立
、
独
立
を
目
指

し
て
生
き
て
き
た
、
そ
の
来
し
方
を
象
徴
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
実
態
の
見
え
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「
寺
へ
な
ん
ぼ
寄
進
が
し
て
あ
つ
て
も
な
、
そ
れ
は
皆
あ
ん
た
の
後

生
の
た
め
ぢ
や
、
仏
恩
報
謝
の
た
め
ぢ
や
な
い
か
ね
。
私
ど
も
は
こ

の
寺
を
守
る
身
分
ぢ
や
さ
か
い
ね
。
さ
う
か
云
う
て
、
あ
ん
た
の
世

話
を
い
つ
ま
で
も
し
と
る
道
理
が
あ
り
ま
せ
ん
の
ぢ
や
。
そ
れ
に
、

こ
な
い
し
て
火
事
ま
で
出
さ
れ
て
見
る
と
、
第
一
檀
家
の
衆
に
つ
け

て
も
、
あ
ん
た
に
居
つ
て
貰
ふ
訳
に
ゆ
き
ま
せ
ん
の
ぢ
や
。」
７ 

 

こ
う
し
た
無
情
な
言
葉
に
対
し
て
、
弁
解
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
弱
い
立
場

の
祖
母
は
、
朦
朧
と
し
た
頭
の
中
に
も
、
数
十
年
間
、
貢
い
で
き
た
莫
大
な

寄
進
の
金
額
が
浮
か
び
、「
あ
な
い
に
た
ん
と
寄
進
も
し
て
あ
る
の
に
、ま
だ

足
り
ん
か
い
な
あ
、
私
と
し
て
は
も
う
精
一
杯
お
寺
様
へ
尽
し
て
来
ま
し
た

が
な
あ
、あ
ゝ
あ
、な
ん
ち
う
情
け
な
い
こ
つ
て
ご
ざ
り
ま
せ
う
な
。」８
と
、

涙
を
流
す
し
か
な
か
っ
た
。 

 

そ
し
て
、
小
窓
一
つ
だ
け
の
暗
い
三
畳
の
納
戸
に
、
蛆
虫
の
よ
う
に
ひ
れ

伏
し
、
た
だ
阿
弥
陀
如
来
の
お
迎
え
が
来
る
の
を
待
っ
て
、
衰
退
し
て
い
く

日
々
で
あ
っ
た
。
つ
い
に
、
お
や
へ
は
、
命
を
絶
つ
こ
と
を
考
え
、
喘
ぎ
な

が
ら
、
明
朝
、
雪
の
降
る
中
、
井
戸
端
に
近
づ
い
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
井

戸
の
中
を
覗
く
と
恐
怖
に
か
ら
れ
腰
が
す
く
む
。
息
絶
え
絶
え
の
お
や
へ
の

か
す
ん
だ
瞳
に
映
る
の
は
、
彼
女
の
誇
り
と
し
て
き
た
、
我
が
家
の
立
派
な

石
塔
で
あ
っ
た
。そ
の
白
い
御
影
石
の
石
塔
は
、「
か
つ
て
仏
壇
の
帷
の
中
か

ら
し
み
〴
拝
ん
だ
仏
像
の
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
神
々
し
く
懐
か
し
い
も
の
」

９
だ
っ
た
。お
や
へ
は
そ
の
石
塔
に
す
が
っ
て
、夢
う
つ
つ
の
中
、最
後
を
遂

げ
て
い
く
。 

 

お
や
へ
が
、
井
戸
端
で
見
た
石
塔
は
、
寺
の
石
塔
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
神
々
し
い
幻
の
よ
う
に
、
彼
女
の
誇
り
と
し
て
き
た
我
が
家
の
立

派
な
石
塔
と
し
て
映
っ
た
。
こ
こ
で
、
お
や
へ
は
、
信
心
を
捧
げ
て
き
た
金

銀
の
仏
像
よ
り
も
、
こ
の
石
塔
を
彼
女
の
心
の
最
後
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
。

「
祖
父
さ
ま
や
、
清
吉
や
、
憲
坊
や
、
早
う
お
祖
母
を
そ
こ
へ
よ
ん
で
お
く

れ
や
、『
早
う
、
如
来
さ
ま
に
お
縋
り
し
た
い
の
ぢ
や
』」
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と
言
う
彼
女
に

と
っ
て
、
仏
へ
の
信
仰
は
す
べ
て
失
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
石
塔
が
仏

像
よ
り
も
ま
さ
る
と
の
表
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
お
や
へ
の
信
仰
に
は
、

極
楽
浄
土
へ
向
か
う
そ
の
最
期
に
な
っ
て
、
翳
り
が
見
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
菊
子
は
、
厚
い
信
仰
心
を
持
っ
て
懸
命
に
念
仏
を
唱
え
て
き
た
お
や
へ

が
、
決
し
て
報
わ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
悲
痛
な
結
末
で
、
物
語

を
終
え
て
い
る
。 

四
、「
念
仏
の
家
」
に
お
け
る
浄
土
信
仰 

 

こ
う
し
た
「
他
力
信
心
の
女
」
に
み
ら
れ
る
信
仰
に
つ
い
て
の
描
写
を
考

え
る
う
え
で
、「
念
仏
の
家
」を
参
考
に
し
て
み
よ
う
。「
念
仏
の
家
」に
は
、

「
他
力
信
心
の
女
」
よ
り
も
、
明
確
に
浄
土
真
宗
の
信
仰
に
つ
い
て
の
批
判

意
識
が
表
れ
て
い
る
。「
念
仏
の
女
」は
短
編
集『
深
夜
の
歌
』（
一
九
三
六
）

11

に
収
録
さ
れ
、
菊
子
の
身
上
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る
よ
う
な
自
伝
的
な

作
品
で
あ
る
。 

 

富
山
県
水
橋
に
あ
る
本
家
「
尾
島
家
」
に
二
十
年
振
り
に
帰
省
し
た
菊
子

と
思
わ
れ
る
「
私
」。
そ
こ
に
は
家
を
切
り
盛
り
す
る
「
お
文
さ
ん
」
と
、
病

の
床
に
伏
す
長
男
、
三
人
の
男
児
の
孫
た
ち
が
住
ん
で
い
た
。
孫
た
ち
の
母

親
は
前
年
に
病
死
し
て
い
る
。
お
文
さ
ん
と
、
家
族
、
親
せ
き
、
知
人
た
ち

の
近
況
を
話
し
合
う
。そ
の
懐
古
的
な
話
の
中
に
は
、「
私
」の
幼
馴
染
で
あ

り
い
い
な
づ
け
で
も
あ
っ
た
「
義
雄
」
を
含
み
、
誰
そ
れ
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
悲
し
い
消
息
が
多
々
あ
っ
た
。
そ
の
談
話
中
に
お
文
さ
ん
は
、
仏
壇
で

手
を
合
わ
せ
て
祈
る
。そ
の
光
景
に
つ
い
て
、「
私
」は
次
の
よ
う
な
印
象
を

抱
い
て
い
る
。 

  
 

お
文
さ
ん
は
私
が
金
ピ
カ
の
袋
に
入
れ
て
持
つ
て
来
た
母
の
歯
骨
を

佛
壇
に
飾
つ
て
拝
ん
だ
。
聖
武
天
皇
時
代
既
に
越
中
文
化
の
中
心
と
し

て
佛
教
が
開
け
て
か
ら
、
こ
の
国
の
人
々
の
楽
し
み
は
、
ひ
た
す
ら
他

力
信
心
に
縋
る
よ
り
ほ
か
な
い
の
だ
つ
た
。
そ
の
盲
目
的
信
仰
に
よ
つ

て
生
ま
れ
た
も
の
は
、
か
う
な
る
の
も
前
世
の
約
束
と
い
ふ
宿
命
的

『
諦
め
主
義
』
で
あ
つ
た

12

。 
 

「
私
」
に
と
っ
て
は
、
人
々
を
救
う
た
め
の
信
仰
心
が
、
人
生
の
選
択
に
お

い
て
、
積
極
性
を
欠
い
た
諦
め
の
精
神
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
お
文
さ
ん
が
、
病
で
床
に
伏
す
彼
女
の
長
男
に
、「
私
」
を
会
わ

せ
な
い
こ
と
に
対
し
て
、「
私
」
は
次
の
よ
う
な
疑
問
を
抱
く
。 

  
 

今
の
主
人
の
兄
も
そ
れ
だ
つ
た
、
そ
の
妹
も
そ
れ
だ
つ
た
、
そ
し
て
、

そ
の
兄
の
娘
も
さ
う
だ
つ
た
し
、
ま
だ
他
に
も
そ
の
病
気
で
斃
れ
て
ゐ

る
筈
だ
つ
た
。
家
が
徒
に
広
い
ば
か
り
で
陽
が
当
た
ら
な
い
（
中
略
）

そ
の
陰
鬱
な
薄
暗
い
室
々
に
、
或
は
天
井
に
、
柱
の
木
目
に
、
額
の
裏

に
、
先
代
が
、
そ
の
妹
が
、
次
々
と
残
し
て
行
つ
た
で
あ
ら
う
数
知
れ

ぬ
黴
菌
が
、
如
何
に
の
ん
き
に
悠
々
と
い
つ
ま
で
も
這
ひ
摺
り
廻
り
、

家
中
で
一
番
弱
い
人
間
の
頭
の
上
へ
と
落
ち
て
き
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
？
衛
生
知
識
の
乏
し
い
上
に
、
仏
教
思
想
の
影
響
で
、
早
く
も
世

の
無
常
を
観
ず
る
習
慣
か
ら
、肺
病
と
い
へ
ば
、あ
ゝ
さ
う
か
、又
か
、

倉
も
屋
敷
も
持
つ
て
ゆ
か
れ
る
ぞ
、
今
の
う
ち
に
用
心
し
よ
う
と
、
す

ぐ
に
匙
を
投
げ
出
し
て
、
い
く
ら
金
が
あ
つ
て
も
徹
底
的
の
療
治
を
し

て
や
ら
ぬ
習
慣
に
な
つ
て
ゐ
る
、
病
人
こ
そ
実
に
気
の
毒
で
あ
る
の
だ

13

。 
 

家
屋
の
状
態
や
環
境
な
ど
、
客
観
的
な
側
面
に
目
を
向
け
ず
、
近
代
的
な
医

学
で
防
げ
る
は
ず
の
病
気
に
対
し
て
、
適
切
な
処
置
を
行
っ
て
い
な
い
。
そ

う
し
た
行
動
は
、
仏
教
思
想
の
影
響
を
受
け
、
世
は
無
常
だ
と
、
絶
望
的
に

諦
め
て
し
ま
う
精
神
に
発
す
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
落
胆
的
、
諦
観
の
態

度
が
、一
家
の
没
落
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い
う
哀
れ
さ
を
、菊
子
は「
私
」

の
思
い
を
通
し
て
、
批
判
的
に
描
い
て
い
る
。 

 

浄
土
真
宗
へ
の
行
き
過
ぎ
た
信
仰
が
、
諦
め
主
義
に
映
る
菊
子
に
と
っ
て
、

尾
島
家
の
仏
壇
は
ま
た
、
幼
少
期
の
辛
い
陰
鬱
な
記
憶
を
呼
び
起
こ
す
も
の

で
も
あ
っ
た
。 
  

 

佛
壇
に
は
い
つ
ま
で
も
燈
明
が
よ
ろ

と〱
ゆ
ら
め
い
て
、
燃
え
の
こ

つ
た
沫
香
の
か
ほ
り
が
廣
い
家
ぢ
う
に
漂
つ
て
ゐ
る
。
佛
を
拝
め
、
佛

を
拝
め
、と
教
へ
ら
れ
た
幼
時
が
、ぞ
つ
と
す
る
ほ
ど
思
ひ
出
さ
れ
る
。

お
文
さ
ん
は
話
半
ば
に
で
も
な
ん
で
も
、
と
き
〴
念
佛
を
と
な
へ
た
。

溜
息
を
吐
く
や
う
な
、
あ
の
淋
し
さ
う
な
念
佛
こ
そ
、
な
ん
ど
わ
れ

の〱
血
気
に
充
ち
た
青
春
の
覇
気
を
挫
き
、
因
循
的
な
も
の
に
し
た

こ
と
か
？
私
た
ち
の
幼
時
を
脅
か
し
、
早
く
も
厭
世
観
念
を
吹
き
込
ん

だ
の
は
、
全
く
あ
の
無
常
迅
速
お
く
れ
さ
き
立
つ
世
の
習
ひ
と
、
物
悲

し
げ
に
人
間
の
生
活
を
掻
き
口
説
い
た
、
愚
昧
な
年
老
り
た
ち
の
お
念

佛
の
声
で
は
な
か
つ
た
か
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？ 
  

菊
子
に
と
っ
て
は
、
念
仏
は
、
寂
し
く
、
暗
く
、
活
気
に
満
ち
た
若
者
た

ち
の
、
人
生
へ
の
希
望
を
挫
く
、
後
退
的
な
影
響
し
か
与
え
な
い
も
の
と
し

て
、
手
厳
し
く
捉
え
ら
れ
て
い
る
。 

五
、
お
わ
り
に 

 
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、「
他
力
信
心
の
女
」
に
も
「
念
仏
の
家
」
に
も
、

浄
土
真
宗
へ
の
盲
目
的
信
仰
心
に
対
す
る
批
判
精
神
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
宗
教
観
は
、
彼
女
が
「
新
し
い
女
」
と
し
て
自
立
、
独
立
を
目
指

し
て
生
き
て
き
た
、
そ
の
来
し
方
を
象
徴
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
実
態
の
見
え

-25-



な
い
、
真
に
効
果
が
あ
る
の
か
定
か
で
な
い
も
の
に
す
が
る
女
性
の
姿
が
、

弱
く
、
諦
め
主
義
に
満
ち
た
、
自
立
と
は
程
遠
い
人
間
の
生
き
様
に
見
え
た

の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
が
、
辛
い
少
女
時
代
の
記
憶
を
抱
え
な
が
ら
、
上

京
し
、
作
家
と
い
う
夢
を
目
指
し
て
、
自
力
で
道
を
切
り
開
い
て
き
た
彼
女

に
と
っ
て
は
、耐
え
難
い
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
念
仏
の
家
」を
念
頭
に

置
く
と
、「
他
力
信
心
の
女
」に
描
か
れ
る
、哀
れ
な
道
を
辿
る
し
か
な
い
、

お
や
へ
の
生
き
様
へ
の
菊
子
の
哀
愁
が
、
よ
く
理
解
で
き
る
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
郷
土
研
究
雑
誌
と
し
て
、
前
提
と
し
て
は
、
故
郷
の
風

土
、
風
物
、
信
仰
、
言
い
伝
え
な
ど
を
肯
定
的
に
捉
え
、
そ
の
由
来
な
ど
を

掘
り
下
げ
る
、『
高
志
人
』
の
雑
誌
傾
向
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
胆
に
も
、
県
民

の
多
く
が
有
難
い
も
の
と
し
て
崇
め
て
い
る
浄
土
真
宗
を
取
り
上
げ
、
そ
こ

に
ま
つ
わ
る
家
庭
内
の
悲
劇
的
側
面
に
目
を
向
け
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
的

な
描
写
を
行
っ
た
「
他
力
信
心
の
女
」
を
、『
高
志
人
』
に
寄
稿
す
る
と
は
、

思
い
切
っ
た
試
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
し
た
態
度
に
も
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
、
菊
子
の
作
家
と
し
て
の
自
信
と
強
さ
が
窺
え
る
。 

 

注 １ 

菊
子
の
伝
記
的
事
項
に
つ
い
て
は
、
杉
本
邦
子
『
小
寺
菊
子
―
人
と
文
学
』（
富
山
市
教

育
委
員
会
、
一
九
八
四
）、
金
子
幸
代
「
富
山
の
女
性
文
学
の
先
駆
者
・
小
寺
（
尾
島
）

菊
子
研
究
２
―
人
と
作
品
」金
子
幸
代
編
集
・
解
説『
小
寺
菊
子
作
品
集
３
』（
桂
書
房
、

二
〇
一
四
）、
三
〇
六
―
三
四
五
頁
な
ど
を
参
照
。 

２ 

久
允
と
菊
子
ら
女
性
作
家
た
ち
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
拙
論「
小
寺
菊
子
と
翁
久
允
―

文
学
を
通
じ
た
交
流
」『
と
や
ま
文
学
』
第
三
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
予
定
、
に

ま
と
め
た
。 

３ 

『
高
志
人
』
二
巻
一
号
、
一
九
三
七
年
一
月
一
日
、
三
七
頁
。 

４ 

同
上
、
九
一
頁
。 

５ 

同
上
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
翁
久
允
財
団
代
表
理
事
須
田
満
氏

よ
り
、
御
教
示
頂
い
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。 

６ 

小
寺
菊
子
「
他
力
信
心
の
女
」（
一
）『
高
志
人
』
二
巻
二
号
、
一
九
三
七
年
二
月
一
日
、

七
四
頁
。 

７ 

小
寺
菊
子
「
他
力
信
心
の
女
」（
十
）『
高
志
人
』
三
巻
四
号
、
一
九
三
七
年
四
月
一
日
、

三
八
頁
。 

８ 

同
上
。 

９ 

同
上
、
四
三
頁
。 

10 

 

同
上
。 

11 

 

小
寺
菊
子『
深
夜
の
歌
』（
教
文
社
、一
九
三
一
）。本
稿
で
は『
近
代
女
性
作
家
選
集 

小

寺
菊
子
「
深
夜
の
歌
」』（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
）
の
復
刻
版
を
使
用
し
た
。 

12 

 

同
上
、
三
五
〇
頁
。 

13 

 

同
上
、
三
五
一
―
二
頁
。 

14 

 

同
上
、
三
六
二
頁
。 

現
代
女
性
作
家
に
よ
る
富
山
文
学
の
変
遷 

 
 

 

―
木
崎
さ
と
子
か
ら
山
内
マ
リ
コ
へ
― 谷

川 

拓
矢 

は
じ
め
に 

 

な
ぜ
本
稿
表
題
に
〈
現
代
〉〈
女
性
作
家
〉〈
富
山
〉
と
い
う
言
葉
が
並
ぶ

こ
と
に
な
っ
た
か
。
ま
ず
は
、
そ
こ
か
ら
説
明
し
て
お
き
た
い
。 

 

た
と
え
ば
柄
谷
行
人
は
中
上
健
次
の
死
に
お
い
て
「
近
代
文
学
の
終
り
」

を
宣
告
し
た
１
。
中
上
が
最
後
の
近
代
文
学
作
家
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

中
上
の
死
に
少
な
く
と
も
文
学
的
位
相
に
お
け
る
〈
近
代
の
終
焉
〉
を
見
る

こ
の
言
説
に
は
、
一
定
の
正
当
性
を
認
め
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
中

上
は
七
〇
年
代
に
「
岬
」『
枯
木
灘
』
で
描
い
た
〈
路
地
〉
と
呼
ば
れ
る
被
差

別
部
落
に
お
け
る
因
習
・
血
脈
・
父
と
の
闘
争
と
い
っ
た
〈
大
き
な
物
語
〉

を
、
八
〇
年
代
の
『
地
の
果
て 

至
上
の
時
』
以
降
に
お
い
て
自
己
解
体
し

て
い
っ
た
。
ち
な
み
に
、
そ
ん
な
中
上
が
、
全
身
を
癌
に
侵
さ
れ
手
遅
れ
状

態
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
時
に
「
か
あ
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
帰
り
た
い
」
と

も
ら
し
、
妻
か
す
み
が
那
智
勝
浦
に
連
れ
帰
り
入
院
さ
せ
た
そ
の
病
室
で
、

母
ち
さ
と
の
手
を
と
っ
て
「
か
あ
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
た
と
い

う
挿
話
も
思
い
出
さ
れ
る
２
。
こ
う
し
た
姿
を
あ
ら
た
め
て
い
ま
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
中
上
は
い
わ
ば
〈
近
代
文
学
〉
と
〈
現
代
文
学
〉
の
は
ざ
ま
を

生
き
た
作
家
だ
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
中
上
の
死
＝
「
近
代
文
学

の
終
り
」
と
い
う
言
説
に
一
定
の
正
当
性
を
認
め
る
と
言
っ
た
の
は
、
こ
う

し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

 

あ
ら
た
め
て
言
う
と
、『
地
の
果
て 

至
上
の
時
』
に
お
け
る
〈
路
地
〉
解

体
＝
八
〇
年
代
が
〈
現
代
文
学
〉
の
始
ま
り
を
象
徴
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
実
際
、
大
局
的
に
見
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
〈
戦
後
文
学
〉
の
代

表
的
な
作
品
は
す
べ
て
七
〇
年
代
ま
で
に
登
場
し
尽
く
し
て
い
る
と
も
捉

え
ら
れ
る
。
た
し
か
に
現
実
的
・
社
会
的
位
相
に
お
い
て
〈
近
代
〉
は
い
ま

だ
続
い
て
い
る
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
少
な
く
と
も

文
学
的
位
相
に
お
い
て
は
〈
近
代
の
終
焉
〉
を
見
て
も
誤
り
と
は
言
え
な
い

だ
ろ
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、〈
近
代
文
学
〉
と
〈
現
代
文
学
〉
の
結
節
点
を

八
〇
年
代
に
置
く
こ
と
に
す
る
。 

 

で
は
、
八
〇
年
代
以
降
の
文
学
＝
〈
現
代
文
学
〉
の
特
徴
は
何
か
。
そ
の

一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
女
流
文
学
の
台
頭
だ
。
具

体
的
に
は
大
庭
み
な
子
・
富
岡
多
恵
子
・
増
田
み
ず
子
な
ど
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
後
列
に
は
山
田
詠
美
・
よ
し
も
と
ば
な
な
、
さ
ら
に
時
代
を
下
れ
ば
綿

矢
り
さ
・
金
原
ひ
と
み
ら
が
存
在
す
る
。彼
女
た
ち
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、

き
わ
め
て
生
理
感
覚
、
皮
膚
感
覚
に
近
い
と
こ
ろ
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、

い
ま
置
か
れ
て
い
る
現
状
を
問
い
直
す
（
こ
と
で
普
遍
を
見
出
そ
う
と
す
る
）

と
い
う
文
学
的
姿
勢
だ
。
た
だ
し
、
そ
う
し
た
根
本
的
な
文
学
的
姿
勢
は
共

有
し
な
が
ら
も
、
八
〇
年
代
当
初
と
そ
れ
か
ら
三
〇
年
以
上
の
時
を
隔
て
た

現
在
と
の
間
に
は
、
現
実
的
位
相
に
お
い
て
も
文
学
的
位
相
に
お
い
て
も
状

況
的
に
差
異
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
一
体

ど
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
木
崎
さ
と
子
と
山
内
マ

リ
コ
と
い
う
二
人
の
女
性
作
家
の
作
品
精
読
を
通
し
て
、
こ
う
し
た
変
遷
を

あ
ら
た
め
て
具
体
的
に
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

で
は
、
な
ぜ
富
山
な
の
か
。
そ
も
そ
も
富
山
も
含
ま
れ
て
い
る
北
陸
地
方

は
、
古
く
か
ら
〈
裏
日
本
〉
と
呼
ば
れ
て
き
た
。〈
中
央
〉
に
対
す
る
〈
裏
〉

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
呼
称
は
富
山
の
地
政
学
的
な
位
置
づ
け
を
ま
さ

に
示
し
て
い
る
が
、
思
え
ば
富
山
は
文
学
的
に
も
こ
れ
ま
で
〈
裏
〉
の
地
位

を
甘
受
し
て
き
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
富
山
に
文
学
は
不
在
で
あ
り
、
文

学
史
上
に
富
山
は
不
在
で
あ
る
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ

に
は
実
は
万
葉
の
時
代
よ
り
脈
々
と
続
く
き
わ
め
て
豊
か
な
鉱
脈
が
存
在
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